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　ここ数年来，物価運動をとおして日本資本主義の発
展過程を追究することを課題としてきた。その成果
は，（1）「昭和元禄の経済分析」（政経論叢第39巻第1・
2号，②「ドル危機をめぐる日米の政治経済学」政経
論叢第39巻第3・4・5・6号，（3）「現代日本のインフ
レーション」政経論叢第41巻第3・4・5号，（4）「戦前
日本における物価下落の時系列的考察」明治大学社会
科学研究所紀要第13集，にまとめて発表したとおりで
ある。今後の課題は，以上の諸論文に加筆訂正を加え
た上，著書として出版することが残っているだけであ
る。ただし，著書の公刊となると非常に気にかかる諸
論点があるので慎重を期し，なかなか実現の運びに至
らない。それというのが明治1（1868）年から現代に
至るまでの期間を包括する中で，明治維新が最も厄介
だからである。単に物価の上がり下がりだけを問題に
するのでなく，その背後の意味ないし状況を追究する
ことが眼目だから，この研究はそれ自身，日本資本主
義発達史である。日本資本主義発達史はわが国で研究
がよく行き遅いているだけに論義が多く，ことに明治
維新史は苦労の多い研究領域をなしている。
　おそらく私の計画では，この研究を著書にまとめる
以前に，理論経済学の著書を公刊することになろう。
私は本研究課題を，あせらずに余生の仕事として完成
したいと思っている。その構想は以下のとおりであ
る。
　第1編　万国対峙の基礎構築過程
　第2編　世界経済への編成過程
　第3編　昭和恐慌
　第4編　第2次大戦後
　第1編は明治1年より23年までを包括する。〈万国
対峙〉というのは，明治4年の廃藩置県のさいに発せ
られた詔勅の旬で，「外ハ以テ万国二対峙シ，内ハ以
テ億兆ヲ安ンゼンニハ，政令一二帰セシムベシ」から
くる。この万国対峙の理想が実現するのは，明治23
年．国会開設，憲法発布の時をもってである。明治維
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新がいつ終わるかは諸説のあるところで，西南戦争＝
明治10年，松方デフレの完成一明治15～17年，と意見
はさまざまだが，私は明治当初の理想の実現された23
年をもって維新をおわらせたい。この間の日本資本主
義の歩みを物価運動によって分析する。
　第2編は23年から関東大震災＝大正12年までを包括
する。明治23年はまた日本が第1回資本主義恐慌にま
きこまれた年で，1890年の世界恐慌と関連する。それ
以後ほぼ10年の周期をもって日本は世界恐慌に接続す
るものであった。その間，第1次世界大戦後の反動恐
慌および震災恐慌を織り込む。その苦難の過程が日本
資本主義の過程としてえがかれる。
　第三編は震災恐慌の整理過程としての金融恐慌一昭
和2年，大正6年第1次世界大戦中に離脱した金本位
への復帰すなわち金解禁＝昭和5年，を中心にして日
本資本主義を物価運動によって分析する。
　第4編は戦後の経済成長過程を通じての反動と後退
を，これまた物価によってえがく。
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